
１ [2013 慶応義塾大]基本

��次関数�\ �[ ��D[��D�����[ 
�� �の最小値が���であるとき，定数�D�の値を求めよ。

２ [2012 芝浦工業大]標準

関数�I � 
[  �� 
�[ [�� �に対して，W�[�W���における�I � 
[ �の最大値を�J � 
W �とおく。

���　\ I � 
[ �のグラフの概形をかけ。

���　最大値�J � 
W �を与える�[�の値が���つあるときの�W�の値を求めよ。

���　J � 
W  I � 
W �を満たす�W�の範囲を求めよ。

３ [1998 同志社大]応用

���　��次不等式� �����[ � 
�D � [ � �D �D ��を満たす�[�の範囲を求めよ．

���　����で求めた�[�の範囲における���次関数�  \ ��[ D[�の最小値が���であるように�D�の

　値を定めよ．

４ [2009 岐阜大]応用

D�を実数の定数とする。[�の関数�I � 
[  [ [��D �の���[���における最大値を�0�とお

く。

���　0�を�D�を用いて表せ。

���　D�の値がすべての実数を変化するとき，0�の最小値を求めよ。

５ [2016 青山学院大]応用

$

% &

' (

��辺の長さが����FP�の正三角形の折り紙�$%&�がある。

辺�$%�上の点�'�と辺�$&�上の点�(�を，線分�'(�と辺�%&

が平行になるようにとる。線分�'(�で折り紙を折るとき，

三角形�$'(�のうち，四角形�%&('�と重なり合う部分の

面積を�6�とする。6�が最大となるのは線分�'(�の長さが

ア

�FP�のときであり，このとき�6 
イ

� �FP

である。

入試数学の第一歩　　　～�次関数を極めて、入試数学の世界に１歩踏み出そう～　　　
２次関数の問題はすべての入試問題の基本です。２次関数を極めることは入試数学突破への第一歩となるので、しっかりと学習し

よう。今回は、大きく３分野に分類しました。

　　　　　最大最小問題（１～５）　２次方程式の解の問題（６～１２）　不等式の問題（１３～１７）

基本問題を簡単に解説し、標準～応用問題を中心に解説したいと思います。

「最大最小問題」は夏のセミナーに引き続きなので、今回の講座は、「最大最小問題」はやや難しめにしてあります。

最後に、総まとめとして、最近のセンター試験の問題（１８～２０）を紹介したいと思います。
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６ [2004 関西大]基本

��次方程式� �[ ��[�N ��が���より大きい解と���より小さい解をもつとき，N�の値の範囲

を求めよ．

７ [2014 福島大]基本

��次方程式�� �[ �N[�� ��が，��[���および���[���の範囲に解を���つずつもつと

き，定数�N�の値の範囲を求めよ。

８ [2011 追手門学院大]基本

��次方程式� �[ ��D 
�� [� �D  ����D�は定数とする��について，次の問いに答えよ。

���　この方程式が異なる���つの実数解をもつとき，定数�D�の値の範囲を求めよ。

���　この方程式が異なる���つの実数解をもち，その解がともに���より大きくなるとき，

　定数�D�の値の範囲を求めよ。

９ [2013 東北大]標準

D�を実数とする。

���　��次方程式� �[ ���D 
�� [��D ��が，���[���の範囲に���つの異なる実数解をも

　つような�D�の値の範囲を求めよ。

���　D�が�����で求めた範囲を動くとき，放物線�\ �[ ���D 
�� [��D�の頂点の�\�座標が

　とりうる値の範囲を求めよ。

10 [2012 名城大]標準

D�を実数とする���次方程式� �[ �D[�D�� ��について，次の問いに答えよ。

���　任意の�D�に対して，この���次方程式が異なる���つの実数解をもつことを示せ。

���　この���次方程式の実数解を��，��とするとき，�，��が異なる符号をもつような�D�の

　値の範囲を求めよ。

���　�� ��� ���となるような�D�の値の範囲を求めよ。

11 [2008 群馬大]応用

放物線�\ �[ �D[���が，��点�$���，��，%���，���を結ぶ線分と異なる���点で交わるとき

の�D�の値の範囲を求めよ。

12 [2012 法政大]応用

I � 
[  �
�[ ���[�� �とおく。

���　\ I � 
[ �のグラフをかけ。

���　\ I � 
[ �のグラフと直線�\ D[���がちょうど���個の共有点をもつような，実数の

　定数�D�の値の範囲を求めよ。

入試数学の第一歩　　　～�次関数を極めて、入試数学の世界に１歩踏み出そう～　　　
２次関数の問題はすべての入試問題の基本です。２次関数を極めることは入試数学突破への第一歩となるので、しっかりと学習し

よう。今回は、大きく３分野に分類しました。

　　　　　最大最小問題（１～５）　２次方程式の解の問題（６～１２）　不等式の問題（１３～１７）

基本問題を簡単に解説し、標準～応用問題を中心に解説したいと思います。

「最大最小問題」は夏のセミナーに引き続きなので、今回の講座は、「最大最小問題」はやや難しめにしてあります。

最後に、総まとめとして、最近のセンター試験の問題（１８～２０）を紹介したいと思います。
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13 [2012 岩手大]基本

��次不等式� �[ ��D 
�� [�D!��がすべての実数�[�について成り立つように，実数�D�の値

の範囲を求めよ。

14 [2007 奈良大]基本

��つの���次関数�I � 
[  
�[ ��N[��，J � 
[  �

�[ ��[���に対して，すべての�[�で，

J � 
[ !I � 
[ �となるような定数�N�の値の範囲を求めよ。

15 [2012 千葉工業大]標準

すべての実数�[�に対して� �D[ ��D 
�� [�D���が成り立つような定数�D�の値の範囲を求

めよ。

16 [2012 福岡大]標準

[���のとき， �[ �D[�����が成り立つような定数�D�の値の範囲を求めよ。

17 [2011 神戸大]応用

D�を実数とし，I � 
[  
�[ ��[��，J � 
[  �

�[ �D[�D�とする。

���　すべての実数�V，W�に対して�I � 
V �J � 
W �が成り立つような�D�の値の範囲を求めよ。

���　��[���を満たすすべての�[�に対して�I � 
[ �J � 
[ �が成り立つような�D�の値の範囲

　を求めよ。

入試数学の第一歩　　　～�次関数を極めて、入試数学の世界に１歩踏み出そう～　　　
２次関数の問題はすべての入試問題の基本です。２次関数を極めることは入試数学突破への第一歩となるので、しっかりと学習し

よう。今回は、大きく３分野に分類しました。

　　　　　最大最小問題（１～５）　２次方程式の解の問題（６～１２）　不等式の問題（１３～１７）

基本問題を簡単に解説し、標準～応用問題を中心に解説したいと思います。

「最大最小問題」は夏のセミナーに引き続きなので、今回の講座は、「最大最小問題」はやや難しめにしてあります。

最後に、総まとめとして、最近のセンター試験の問題（１８～２０）を紹介したいと思います。
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18 [15センター本試 センター本試]

��次関数�\ � �[ ��[����……��①�のグラフの頂点の座標は�� 
� ア ， イ � �である。

また�\ I � 
[ �は�[�の���次関数で，そのグラフは，①�のグラフを�[�軸方向に�S，\�軸方向

に�T�だけ平行移動したものであるとする。

���　下の� ウ ， オ �には，次の�～�のうちから当てはまるものを一つずつ選べ。

　ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

　�　!　　　　�　�　　　　�　�　　　　�　�　　　　�　


　��[���における�I � 
[ �の最大値が�I � 
� �になるような�S�の値の範囲は�S� ウ � エ �

　であり，最小値が�I � 
� �になるような�S�の値の範囲は�S� オ � カ �である。

���　��次不等式�I � 
[ !��の解が����[���になるのは�S 
キク

ケ
，T 

コサ

シ
�のとき

　である。

19 [14センター本試 センター本試]

D�を定数とし，[�の���次関数��\ �[ ��D[�� �D ��D���　……�①��のグラフを�*�とす

る。*�の頂点の座標は���� ア D， イ �D � ウ D 
� エオ � ��である。*�と�\�軸との

交点の�\�座標を�S�とする。

���　S ����のとき，D�の値は�D カ ， キク �である。D カ �のときの�①�の

　グラフを�[�軸方向に� ケ ，\�軸方向に� コ �だけ平行移動すると，D キク �の

　ときの�①�のグラフに一致する。

���　下の� ス ， セ ， ノ ， ハ �には，次の���～���のうちから当てはまる

　ものを一つずつ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

　�　!�　　　　　�　��　　　　　�　��　　　　　�　��

　*�が�[�軸と共有点をもつような�D�の値の範囲を表す不等式は

　 サシ � ス �D� セ � ソ 　……�②��である。D�が�②�の範囲にあるとき，S�は，

　D タ �で最小値� チツテ �をとり，D ト �で最大値� ナニ �をとる。

　*�が�[�軸と共有点をもち，さらにそのすべての共有点の�[�座標が����より大きくなる

　ような�D�の値の範囲を表す不等式は�� ヌネ � ノ �D� ハ �
ヒフ

ヘ
�である。

20 [13センター追試 センター追試]

E�を定数とするとき，[�の���次関数�\ �[ ��E[�
�

�
E�
�

�
　……�①�のグラフの頂点の座

標は��E， ア �E �
イ

ウ
E ��

エ

オ
�である。

���　D，F�を定数とする。①�のグラフが，関数�\ �D[ ��[�F�のグラフと原点に関して

　対称となるのは，D カキ ，E ク ，F 
ケ

コ
�のときである。また�

　E ク �のとき，①�のグラフと，関数�\ [�[ 
�� �のグラフを�[�軸方向に�V，\�軸方

　向に�W�だけ平行移動したグラフとが一致するのは�V サ ，W 
シス

セ
�のときであ

　る。

���　下の� ナ ， ハ ， ヒ �には，次の��～��のうちから当てはまるものを一つ

　ずつ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

　�　＞　　　�　＜　　　�　�　　　�　�　　　�　＝

　��[���の範囲における関数�①�の値の最小値を�P�とする。

　　　　E���のとき　P �
�

�
E�
�

�

　　　　��E���のとき　P ア �E �
イ

ウ
E�

エ

オ

　　　　E!��のとき　P �
ソタ

チ
E�

ツテ

ト

　である。したがって�P���となる�E�の値の範囲は�E� ナ �
ニ

ヌ
�である。

　また，��[���の範囲で�①�のグラフと�[�軸が異なる���点で交わる�E�の値の範囲は�

　
ネ

ノ
� ハ �E� ヒ �

フ

ヘホ
�である。

入試数学の第一歩　　　～�次関数を極めて、入試数学の世界に１歩踏み出そう～　　　
２次関数の問題はすべての入試問題の基本です。２次関数を極めることは入試数学突破への第一歩となるので、しっかりと学習し

よう。今回は、大きく３分野に分類しました。

　　　　　最大最小問題（１～５）　２次方程式の解の問題（６～１２）　不等式の問題（１３～１７）

基本問題を簡単に解説し、標準～応用問題を中心に解説したいと思います。

「最大最小問題」は夏のセミナーに引き続きなので、今回の講座は、「最大最小問題」はやや難しめにしてあります。

最後に、総まとめとして、最近のセンター試験の問題（１８～２０）を紹介したいと思います。
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